
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】一般の貫通型の縫合針の針穴に糸を通す作業は

、特に高齢者等においては困難な場合が多い。また、医

療用の弾機穴を有するものは糸は掛けやすいが、弾機の

部分で糸が切断したり、針を抜去するとき組織を傷つけ

たり、また糸が抜け易い等の問題があった。これらの課

題を解決する針穴構造を有する縫合針を提供する。

【解決手段】針体基部２の糸の掛止部３構造が、針体腹

部に横断方向の開口切欠溝５を有し、かつ同溝は入口部

が狭く内部が広く形成され、そして前記開口切欠溝の後

部壁体７が、開口切欠溝の前部壁体６よりも低くかつ、

溝体は曲線部によって形成されてなり、糸の側面を斜め

又は横から導入し、開口切欠溝の後部壁体に掛止する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 針 体 基 部 の 糸 の 掛 止 部 構 造 が 、 針 体 腹 部 に 横 断 方 向 の 開 口 切 欠 溝 を 有 し 、
か つ 同 溝 は 入 口 部 が 狭 く 内 部 が 広 く 形 成 さ れ 、 そ し て 横 断 方 向 の 開 口 切 欠 溝 の 後 部 壁 体 が
、 開 口 切 欠 溝 の 前 部 壁 体 よ り も 低 く 形 成 さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る 縫 合 針 。
【 請 求 項 ２ 】
  針 体 基 部 が 弾 性 材 料 製 の も の で あ っ て 、 開 口 切 欠 溝 が バ ネ 溝 を 構 成 し て い る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 縫 合 針 。
【 請 求 項 ３ 】
  横 断 方 向 の 開 口 切 欠 溝 が 、 開 口 切 欠 溝 を 構 成 す る 前 部 壁 体 及 び 後 部 壁 体 の 端 部 並 び に 前
後 部 壁 面 は 、 半 円 形 面 又 は 半 楕 円 形 面 に 形 成 さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２
に 記 載 の 縫 合 針 。
【 請 求 項 ４ 】
　 横 断 方 向 の 開 口 切 欠 溝 の 後 部 壁 体 が 円 形 又 は 楕 円 形 の 立 設 柱 状 部 を 構 成 し 、
同 柱 状 部 は 中 間 部 に 糸 を 巻 き 付 け る た め の く び れ 部 を 有 し て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 縫 合 針 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 く び れ 部 の 表 面 に 、 掛 止 し た 糸 の 滑 り を 防 止 す る た め の 粗 目 の 凹 凸 加 工 を 施 し て な
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 縫 合 針 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 糸 を 巻 き 付 け る た め の く び れ 部 に 、 掛 止 し た 糸 の 滑 り を 防 止 す る た め の ク ッ シ ョ ン
材 を 包 覆 又 は 挟 着 し て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 縫 合 針 。
【 請 求 項 ７ 】
  横 断 方 向 の 開 口 切 欠 溝 の 前 部 壁 体 が 、 後 部 壁 体 の 上 方 に オ ー バ ー ハ ン グ し て 形 成 さ れ て
な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 縫 合 針 。
【 請 求 項 ８ 】
  針 体 基 部 の 糸 の 掛 止 部 構 造 が 、 針 体 腹 部 に 横 断 方 向 の 開 口 切 欠 溝 を 有 し 、
か つ 同 溝 は 入 口 部 が 狭 く 内 部 が 広 く 形 成 さ れ 、 そ し て 開 口 切 欠 溝 を 構 成 す る 前 部 壁 体 及 び
後 部 壁 体 の 端 部 並 び に 前 後 部 壁 面 は 、 半 円 形 面 又 は 半 楕 円 形 面 に 形 成 さ れ て な る こ と を 特
徴 と す る 縫 合 針 。
【 請 求 項 ９ 】
  開 口 切 欠 溝 の 入 口 部 が 、 針 体 の 腹 部 前 方 内 へ 進 入 す る 傾 斜 角 で 設 け ら れ て な る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ 、 ７ 、 ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 縫 合 針 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 縫 合 針 が 、 医 療 用 縫 合 針 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の
縫 合 針 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 縫 合 針 が 、 一 般 家 庭 又 は 産 業 用 縫 合 針 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ９ の い ず れ か
１ 項 に 記 載 の 縫 合 針 。
                                                                                
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 縫 合 針 の 針 穴 に 係 り 、 特 に 糸 を 横 に し て 開 口 切 欠 溝 か ら 導 入 、 掛 止 可 能 な 縫 合
針 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 貫 通 型 の 普 通 穴 と い わ れ る も の が 一 般 的 で あ る が 、 手 術 用 （ 医 療 用 ） と し て 上 記
普 通 穴 で は な く 、 弾 機 穴 （ バ ネ 穴 ） を 有 す る 縫 合 針 も 使 用 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 実 用 新 案 出 願 公 告 平 ４ － ４ １ ８ ４ ８ 号 公 報
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【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 一 般 の 貫 通 型 の 縫 合 針 の 針 穴 に 糸 を 通 す 作 業 は 、 特 に 高 齢 者 等 に お い て は 困 難
な 場 合 が 多 い 。
　 ま た 、 医 療 用 の 弾 機 穴 を 有 す る も の は 糸 は 掛 け や す い が 、 構 造 が 複 雑 で 弾 機 の 部 分 で 糸
が 切 断 し た り 、 針 を 抜 去 す る と き 組 織 を 傷 つ け た り 、 ま た 糸 が 抜 け 易 い 等 の 問 題 が あ っ た
。 本 発 明 は こ れ ら の 課 題 を 解 決 す る 針 穴 構 造 を 有 す る 縫 合 針 を 提 供 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 に 鑑 み 本 発 明 者 は 鋭 意 実 験 研 究 の 結 果 下 記 の 手 段 に よ り こ の 課 題 を 解 決 し た 。
（ １ ） 針 体 基 部 の 糸 の 掛 止 部 構 造 が 、 針 体 腹 部 に 横 断 方 向 の 開 口 切 欠 溝 を 有 し 、
か つ 同 溝 は 入 口 部 が 狭 く 内 部 が 広 く 形 成 さ れ 、 そ し て 横 断 方 向 の 開 口 切 欠 溝 の 後 部 壁 体 が
、 開 口 切 欠 溝 の 前 部 壁 体 よ り も 低 く 形 成 さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る 縫 合 針 。
（ ２ ） 針 体 基 部 が 弾 性 材 料 製 の も の で あ っ て 、 開 口 切 欠 溝 が バ ネ 溝 を 構 成 し て い る こ と を
特 徴 と す る 前 項 （ １ ） に 記 載 の 縫 合 針 。
（ ３ ） 横 断 方 向 の 開 口 切 欠 溝 が 、 開 口 切 欠 溝 を 構 成 す る 前 部 壁 体 及 び 後 部 壁 体 の 端 部 並 び
に 前 後 部 壁 面 は 、 半 円 形 面 又 は 半 楕 円 形 面 に 形 成 さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る 前 項 （ １ ）
又 は （ ２ ） に 記 載 の 縫 合 針 。
（ ４ ） 横 断 方 向 の 開 口 切 欠 溝 の 後 部 壁 体 が 円 形 又 は 楕 円 形 の 立 設 柱 状 部 を 構 成 し 、
同 柱 状 部 は 中 間 部 に 糸 を 巻 き 付 け る た め の く び れ 部 を 有 し て な る こ と を 特 徴 と す る 前 項 （
１ ） ～ （ ３ ） の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 縫 合 針 。
（ ５ ） 前 記 く び れ 部 の 表 面 に 、 掛 止 し た 糸 の 滑 り を 防 止 す る た め の 粗 目 の 凹 凸 加 工 を 施 し
て な る こ と を 特 徴 と す る 前 項 （ ４ ） に 記 載 の 縫 合 針 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
（ ６ ） 前 記 糸 を 巻 き 付 け る た め の く び れ 部 に 、 掛 止 し た 糸 の 滑 り を 防 止 す る た め の ク ッ シ
ョ ン 材 を 包 覆 又 は 挟 着 し て な る こ と を 特 徴 と す る 前 項 （ ４ ） に 記 載 の 縫 合 針 。
（ ７ ） 横 断 方 向 の 開 口 切 欠 溝 の 前 部 壁 体 が 、 後 部 壁 体 の 上 方 に オ ー バ ー ハ ン グ し て 形 成 さ
れ て な る こ と を 特 徴 と す る 前 項 （ １ ） ～ （ ６ ） の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 縫 合 針 。
（ ８ ）  針 体 基 部 の 糸 の 掛 止 部 構 造 が 、 針 体 腹 部 に 横 断 方 向 の 開 口 切 欠 溝 を 有 し 、
か つ 同 溝 は 入 口 部 が 狭 く 内 部 が 広 く 形 成 さ れ 、 そ し て 開 口 切 欠 溝 を 構 成 す る 前 部 壁 体 及 び
後 部 壁 体 の 端 部 並 び に 前 後 部 壁 面 は 、 半 円 形 面 又 は 半 楕 円 形 面 に 形 成 さ れ て な る こ と を 特
徴 と す る 縫 合 針 。
（ ９ ） 開 口 切 欠 溝 の 入 口 部 が 、 針 体 の 腹 部 前 方 内 へ 進 入 す る 傾 斜 角 で 設 け ら れ て な る こ と
を 特 徴 と す る 前 項 （ １ ） 、 （ ７ ） 、 （ ８ ） の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 縫 合 針 。
（ １ ０ ） 縫 合 針 が 、 医 療 用 縫 合 針 で あ る こ と を 特 徴 と す る 前 項 （ １ ） ～ （ ９ ） の い ず れ か
１ 項 に 記 載 の 縫 合 針 。
（ １ １ ） 縫 合 針 が 、 一 般 家 庭 又 は 産 業 用 縫 合 針 で あ る こ と を 特 徴 と す る 前 項 （ １ ） ～ （ ９
） の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 縫 合 針 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
  本 発 明 に よ れ ば 次 の よ う な 優 れ た 効 果 が 発 揮 さ れ る 。
１ 、 本 発 明 の 請 求 項 １ の 発 明 に よ れ ば 、
　 針 体 基 部 の 糸 の 掛 止 部 構 造 が 、 針 体 腹 部 に 横 断 方 向 の 開 口 切 欠 溝 を 有 し 、
か つ 同 溝 は 入 口 部 が 狭 く 内 部 が 広 く 形 成 さ れ 、 そ し て 横 断 方 向 の 開 口 切 欠 溝 の 後 部 壁 体 が
、 開 口 切 欠 溝 の 前 部 壁 体 よ り も 低 く 形 成 さ れ て な る た め 、
糸 を 横 に し て 斜 め 横 か ら 導 入 す れ ば よ く 、 貫 通 型 の よ う に 糸 先 を 針 穴 に 通 さ な く て も よ い
た め 、 作 業 は 誰 で も 容 易 に 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 針 体 の 開 口 切 欠 溝 が 被 縫 合 物 の 組 織
を 傷 つ け な い 。
２ 、 請 求 項 ２ の 発 明 に よ れ ば 、
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　 針 体 基 部 が 弾 性 材 料 製 の も の で あ っ て 、 開 口 切 欠 溝 が バ ネ 溝 を 構 成 し 、 糸 の 導 入 に 従 っ
て 拡 大 し 、 ま た 糸 の 通 過 後 は 狭 小 に 復 元 す る た め 、 糸 を 掛 止 し 易 い 。
３ 、 請 求 項 ３ の 発 明 に よ れ ば 、
  横 断 方 向 の 開 口 切 欠 溝 が 、 開 口 切 欠 溝 を 構 成 す る 前 部 壁 体 及 び 後 部 壁 体 の 端 部 並 び に 前
後 部 壁 面 は 、 半 円 形 面 又 は 半 楕 円 形 面 に 形 成 さ れ て な り 、 掛 止 時 糸 は 曲 線 部 分 を 通 過 す る
た め 、 容 易 に 掛 止 さ れ 、 か つ 角 部 に よ る 切 断 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
４ 、 請 求 項 ４ の 発 明 に よ れ ば 、
  横 断 方 向 の 開 口 切 欠 溝 の 後 部 壁 体 が 円 形 又 は 楕 円 形 の 立 設 柱 状 部 を 構 成 し 、
同 柱 状 部 は 中 間 部 に 糸 を 巻 き 付 け る た め の く び れ 部 を 有 し て な る た め 、
糸 は 前 記 く び れ 部 に 巻 き 付 け て ら れ て 抜 け に く く 、 作 業 を 確 実 に 行 う こ と が で き る 。
　 さ ら に 、 掛 止 さ れ た 糸 の 張 力 は バ ネ 溝 （ 弾 機 部 分 ） に は か か ら ず 、 針 溝 内 部 の 糸 掛 止 端
の 曲 線 部 に か か る た め 、 従 来 の よ う に 鋭 角 な 弾 機 部 分 に か か る 張 力 に よ り 糸 が 切 断 さ れ る
こ と は な い 。
５ 、 請 求 項 ５ の 発 明 に よ れ ば 、
  前 記 く び れ 部 の 表 面 に 、 糸 の 滑 り を 防 止 す る た め の 粗 目 の 凹 凸 加 工 を 施 し て な る た め 、
巻 き 付 け ら れ た 糸 は ず り 落 ち て 抜 け る 可 能 性 は よ り 少 な く 、 作 業 を 確 実 に 行 う こ と が で き
る 。
６ 、 請 求 項 ６ の 発 明 に よ れ ば 、
  前 記 糸 を 巻 き 付 け る た め の く び れ 部 に 、 掛 止 し た 糸 の 滑 り を 防 止 す る た め の ク ッ シ ョ ン
材 を 包 覆 又 は 挟 着 し て な り 、 前 記 ク ッ シ ョ ン の 配 設 は 加 工 が 容 易 で あ り 、 ま た 巻 き 付 け ら
れ た 糸 が ず り 落 ち て 抜 け る 可 能 性 を 少 な く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
７ 、 請 求 項 ７ の 発 明 に よ れ ば 、
  横 断 方 向 の 開 口 切 欠 溝 の 前 部 壁 体 が 、 後 部 壁 体 の 上 方 に オ ー バ ー ハ ン グ し て 形 成 さ れ て
な る た め 、 糸 を 横 に し て 斜 め 横 あ る い は 後 部 か ら 開 口 切 欠 溝 に 導 入 す れ ば よ く 、 貫 通 型 の
よ う に 糸 先 を 針 穴 に 通 さ な く て も よ い た め 、 作 業 は 誰 で も 容 易 に 行 う こ と が で き る 。 ま た
、 針 体 の 開 口 切 欠 溝 が 被 縫 合 物 の 組 織 を 傷 つ け ず 、 掛 止 し た 糸 は 抜 け 難 い 。
８ 、 請 求 項 ８ の 発 明 に よ れ ば 、
   針 体 基 部 の 糸 の 掛 止 部 構 造 が 、 針 体 腹 部 に 横 断 方 向 の 開 口 切 欠 溝 を 有 し 、
か つ 同 溝 は 入 口 部 が 狭 く 内 部 が 広 く 形 成 さ れ 、 そ し て 開 口 切 欠 溝 の 後 部 壁 面 及 び 前 部 壁 面
が 円 形 面 又 は 楕 円 形 面 に 形 成 さ れ て な る 簡 単 な 形 状 で あ る た め 、 製 作 が 容 易 で あ り ま た 、
廉 価 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
９ 、 請 求 項 ９ の 発 明 に よ れ ば 、
　 針 体 切 欠 溝 の 入 口 部 が 、 針 体 の 腹 部 前 方 内 へ 進 入 す る 傾 斜 角 で 設 け ら れ て な る た め 、 斜
め 横 か ら の 糸 の 掛 止 が 容 易 で あ る と と も に 、 抜 け に く く ま た 製 作 が 容 易 で 廉 価 に す る こ と
が で き る 。
１ ０ 、 請 求 項 １ ０ の 発 明 に よ れ ば 、
　 本 発 明 の 縫 合 針 を 、 医 療 用 縫 合 針 と し て 使 用 す れ ば 、 糸 が 通 し 易 く 、 か つ 糸 が 抜 け に く
く 、 ま た 弾 機 に よ る 切 断 が 避 け ら れ る た め 、 施 術 の 際 の 効 率 の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。
１ １ 、 請 求 項 １ １ の 発 明 に よ れ ば 、
　 本 発 明 の 縫 合 針 を 一 般 家 庭 又 は 産 業 用 縫 合 針 と し て 使 用 す れ ば 、 糸 を 横 に し て 横 又 は 斜
め 横 か ら 導 入 す れ ば よ く 、 貫 通 型 の よ う に 糸 先 を 針 穴 に 通 さ な く て も よ い た め 、 誰 で も 容
易 に 糸 を 掛 止 部 に 通 す こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 以 下 に 説 明 す る 。
従 来 、 縫 合 針 の 材 質 は 、 錆 び な い 、 折 れ な い 等 の 基 本 的 な 必 要 性 か ら 、 主 と し て オ ー ス テ
ナ イ ト 系 の ス テ ン レ ス が 用 い ら れ て い る 。 ま た 精 密 加 工 と 表 面 研 磨 を 要 す る こ と か ら 針 穴
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部 が 複 雑 な 形 状 の も の は 作 ら れ て い な か っ た 。
　 し か し 、 最 近 ナ ノ テ ク ノ ロ ジ ー と い わ れ る 技 術 が 発 展 し 、 超 微 細 分 野 へ の 応 用 が 図 ら れ
て お り 、 こ の 中 で 金 属 の 超 微 細 精 密 加 工 も 容 易 と な っ て き て い る 。
　 本 発 明 は こ れ ら の 技 術 を 背 景 と し て 、 精 密 加 工 を 施 し 曲 線 部 分 を 基 本 と し た よ り 使 い 易
い 針 穴 の 形 状 の 縫 合 針 を 製 作 し 、 提 供 す る 。
　 以 下 、 図 に 基 づ き 実 施 の 形 態 の 詳 細 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 標 準 型 の 縫 合 針 の 外 観 図 で 、
  （ イ ） は 上 面 図 、 （ ロ ） は 正 面 図 、 （ ハ ） は 側 面 図 を 示 す 。
  図 に お い て 、 １ は 縫 合 針 、 ２ は 針 体 基 部 、 ３ は 掛 止 部 、 ４ は 開 口 切 欠 溝 入 口 、
５ は 開 口 切 欠 溝 、 ６ は 前 部 壁 体 、 ６ ’ は 前 部 壁 体 端 部 、 ７ は 後 部 壁 体 、 ７ ’ は 後 部 壁 体 端
部 、 ８ は 開 口 切 欠 溝 内 部 、 ９ は 後 部 壁 面 、 １ ０ は 縫 合 針 後 端 、 １ １ は 糸 、 １ ６ は 前 部 壁 面
を 示 す 。
  図 示 し た よ う に 針 体 基 部 ２ の 糸 の 掛 止 部 ３ の 構 造 は 、 針 体 腹 部 に 横 断 方 向 の 開 口 切 欠 溝
５ を 有 し 、 か つ 同 溝 は 入 口 部 が 狭 く 内 部 が 広 く 形 成 さ れ 、 そ し て 横 断 方 向 の 開 口 切 欠 溝 ５
の 後 部 壁 体 ７ が 、 開 口 切 欠 溝 ５ の 前 部 壁 体 ６ よ り も 低 く 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 前 記 横
断 方 向 の 開 口 切 欠 溝 ５ が 、 そ の 後 部 壁 面 ９ 及 び 前 部 壁 面 １ ６ が 半 円 形 面 又 は 半 楕 円 形 面 に
形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 操 作 は 、 掛 止 す る 糸 １ １ の 側 面 を 開 口 切 欠 溝 入 口 ４ に 斜 め 横 か ら 導 入 す る 、
こ の 時 、 開 口 切 欠 溝 ５ の 隙 間 は 糸 １ １ の 直 径 に 比 し 狭 い が 、 前 記 開 口 切 欠 溝 入 口 ４ の 上 下
の 部 分 は 薄 く 、 か つ 材 質 は 例 え ば 前 記 オ ー ス テ ナ イ ト 系 の ス テ ン レ ス で あ る か ら 弾 力 性 を
有 し て い る 。
　 ま た 糸 １ １ 自 体 も 特 に 繊 維 状 の も の は 弾 力 性 を 有 し て お り 、 か つ 、 前 記 開 口 切 欠 溝 ５ が
バ ネ 溝 を 構 成 し て い る の で 、 糸 の 導 入 に 従 っ て 拡 大 し 、 ま た 、 糸 の 通 過 後 は 狭 小 に 復 元 す
る た め 、 糸 を 掛 止 し 易 く ま た 抜 け に く い 。
  さ ら に 、 開 口 切 欠 溝 ５ を 構 成 す る 前 部 壁 体 ６ 及 び 後 部 壁 体 ７ の 前 部 壁 体 端 部 ６ ’ 及 び 後
部 壁 体 端 部 ７ ’ 並 び に 、 後 部 壁 面 ９ と 前 部 壁 面 １ ６ は 、 半 円 形 面 又 は 半 楕 円 形 面 に 形 成 さ
れ て お り 、
　 前 記 糸 １ １ は そ の 曲 面 に 沿 っ て 導 入 さ れ る た め 、 針 体 基 部 ２ の 掛 止 部 ３ に お い て 開 口 切
欠 溝 ５ に ひ っ か か る こ と な く 開 口 切 欠 溝 内 部 ８ を 通 り 後 部 壁 面 ９ に 至 っ て 掛 止 さ れ る 。 そ
し て 、 曲 面 を な す 縫 合 針 後 端 １ ０ を 挟 ん で 外 部 に 引 き 出 さ れ る た め 、 開 口 切 欠 溝 ５ の 角 部
に よ る 糸 １ １ の 切 断 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
  従 っ て 、 貫 通 型 の よ う に 糸 先 を 針 穴 に 通 さ な く て も よ い た め 、 作 業 は 誰 で も 容 易 に 行 う
こ と が で き る 。
　 ま た 、 前 述 し た よ う に 前 記 針 体 の 開 口 切 欠 溝 入 口 ４ は 前 方 の 位 置 が 後 方 よ り 高 く 、 ま た
開 口 切 欠 溝 ５ は 曲 線 状 に 形 成 さ れ て い る た め 、 被 縫 合 物 の 組 織 を 傷 つ け る こ と は な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
  図 ２ は 本 発 明 の 糸 巻 き 型 の 縫 合 針 の 外 観 図 で 、
  （ イ ） は 上 面 図 、 （ ロ ） は 正 面 図 、 （ ハ ） は 側 面 図 を 示 す 。
  図 に お い て 、 １ ２ は 立 設 柱 状 部 、 １ ２ ’ 立 設 柱 状 部 端 部 、 １ ３ は く び れ 部 を 示 す 。
　 基 本 的 に は 前 記 図 １ と 同 様 で あ る が 、 横 断 方 向 の 開 口 切 欠 溝 ５ の 後 部 壁 体 （ ７ ） が 、 円
形 又 は 楕 円 形 の 立 設 柱 状 部 １ ２ を 構 成 し 、 同 立 設 柱 状 部 １ ２ は 中 間 部 に 糸 を 巻 き 付 け る た
め の く び れ 部 １ ３ を 有 し て い る 。
　 操 作 は 、 前 記 の よ う に 、 掛 止 す る 糸 １ １ の 側 面 を 開 口 切 欠 溝 入 口 ４ に 斜 め 横 か ら 導 入 す
る 、 糸 １ １ は 開 口 切 欠 溝 ５ の 曲 面 に 沿 っ て 導 入 さ れ る た め 、 針 体 基 部 ２ の 掛 止 部 ３ に お い
て 開 口 切 欠 溝 ５ に ひ っ か か る こ と な く 開 口 切 欠 溝 内 部 ８ を 通 り 後 部 壁 面 ９ に 至 っ て 掛 止 さ
れ る 。 そ し て 、 曲 面 を な す 縫 合 針 後 端 １ ０ を 挟 ん で 外 部 に 引 き 出 さ れ る た め 、 開 口 切 欠 溝
５ の 角 部 に よ る 糸 １ １ の 切 断 を 防 止 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ １ ５ 】
　 そ し て 前 記 糸 １ １ を 外 部 に 引 き 出 す 際 、 前 記 立 設 柱 状 部 １ ２ を な す く び れ 部 １ ３ に １ ～
数 回 巻 き 付 け る 。
  上 記 の 巻 き 付 け に よ り 、 糸 １ １ が 前 記 後 部 壁 面 ９ の 掛 止 箇 所 か ら ず り 落 ち る 可 能 性 は 少
な く な る （ 図 ２ （ ハ ） 図 参 照 ） 。
  前 述 し た よ う に 、 糸 １ １ の 中 間 部 を 斜 め 横 か ら 導 入 で き 、 貫 通 型 の よ う に 糸 先 を 針 穴 に
通 さ な く て も よ く 、 か つ 糸 は 柱 状 部 に 巻 き 付 け ら れ る た め 抜 け に く く 、 作 業 を 容 易 に ま た
確 実 に 行 う こ と が で き る 。
  こ の 型 は 医 療 手 術 用 縫 合 針 と し て 用 い た 場 合 、 従 来 の 弾 機 穴 に よ る 糸 の 切 断 を 避 け 、 か
つ 糸 抜 け を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
  図 ３ は 本 発 明 の 糸 巻 き 部 粗 目 加 工 型 の 縫 合 針 の 外 観 図 で 、
  （ イ ） は 上 面 図 、 （ ロ ） は 正 面 図 、 （ ハ ） は 側 面 図 を 示 す 。
  図 に お い て １ ４ は 粗 目 の 加 工 を 示 す 。
  糸 の 導 入 、 針 穴 部 の 基 本 構 造 及 び 、 糸 巻 き 部 に 巻 き 付 け る ま で の 過 程 は 前 記 図 ２ の 糸 巻
き 型 縫 合 針 と 同 様 で あ る か ら 省 略 す る 。
　 そ し て 、 前 記 図 ２ と 異 な る 点 は 、 前 記 柱 状 形 を な す く び れ 部 １ ３ の 表 面 に 、 掛 止 し た 糸
の 滑 り を 防 止 す る た め 凹 凸 又 は 筋 状 の 粗 目 の 加 工 １ ４ を 施 こ し て あ る と こ ろ で あ る 。 こ の
粗 目 の 加 工 に よ り 巻 き 付 け ら れ た 糸 は 、 よ り ず り 落 ち る 可 能 性 を 少 な く す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ １ ７ 】
  図 ４ は 本 発 明 の 糸 巻 き 部 ク ッ シ ョ ン 型 の 縫 合 針 の 外 観 図 で 、
  （ イ ） は 上 面 図 、 （ ロ ） は 正 面 図 、 （ ハ ） は 側 面 図 を 示 す 。
  図 に お い て １ ５ は ク ッ シ ョ ン を 示 す 。
糸 の 導 入 、 針 穴 部 の 基 本 構 造 、 及 び 糸 巻 き 部 に 巻 き 付 け る ま で の 過 程 は 前 記 図 ３ の 糸 巻 き
型 縫 合 針 と 同 様 で あ る か ら 省 略 す る 。
そ し て 、 前 記 図 ３ と 異 な る 点 は 、 前 記 柱 状 形 を な す く び れ 部 １ ３ に 、 掛 止 し た 糸 １ １ の 滑
り を 防 止 す る た め の ク ッ シ ョ ン １ ５ を 配 設 し た と こ ろ で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
  ク ッ シ ョ ン １ ５ は 前 記 糸 １ １ の 巻 き 付 け を 行 う く び れ 部 １ ３ の 周 囲 を 包 覆 す る よ う に し
て も よ く 、
ま た 、 く び れ 部 １ ３ の 上 下 を 横 に 切 り 離 し 、 そ の 間 に ク ッ シ ョ ン １ ５ の シ ー ト を 挟 着 し て
も よ い 。 ク ッ シ ョ ン １ ５ の 材 質 は 弾 力 性 が あ り か つ 摩 耗 に 強 い 合 成 樹 脂 等 が 望 ま し い 。
　 こ の ク ッ シ ョ ン の １ ５ の 配 設 は 加 工 を 容 易 と し 、 ま た 、 巻 き 付 け ら れ た 糸 が ず り 落 ち る
可 能 性 を 少 な く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
  前 記 図 １ に て 説 明 し た よ う に 、 横 断 方 向 の 開 口 切 欠 溝 ５ の 後 部 壁 体 ７ が 、 開 口 切 欠 溝 ５
の 前 部 壁 体 ６ よ り も 低 く 形 成 さ れ て い る が 、
　 前 記 図 １ に お い て 、 前 部 壁 体 ６ の 前 部 壁 体 端 部 ６ ’ を 延 長 し て 、 後 部 壁 体 端 部 ７ ’ の 上
方 に オ ー バ ー ハ ン グ し て 形 成 さ れ て な る よ う に し て も よ い （ 図 示 せ ず ） 。
　 こ の 場 合 、 前 記 の 延 長 に よ り 突 出 し た 前 部 壁 体 端 部 ６ ’ は 、 薄 く な る が 前 記 弾 力 性 は 増
大 す る の で 、 糸 １ １ の 導 入 が 容 易 に な る と と も に 、 糸 １ １ が 開 口 切 欠 溝 入 口 ４ か ら 抜 け 出
る こ と を 防 止 す る 。
  上 記 後 部 壁 体 端 部 ６ ’ が オ ー バ ー ハ ン グ し て 形 成 さ れ て い る 事 例 を 前 記 図 ２ 、 図 ３ 、 図
４ に お い て 示 し た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ５ は 本 発 明 の 横 糸 入 れ 型 の 縫 合 針 の 外 観 図 で 、
  （ イ ） は 上 面 図 、 （ ロ ） は 正 面 図 、 （ ハ ） は 側 面 図 を 示 す 。
  図 に お い て １ ６ は 前 部 壁 面 を 示 す 。
  針 体 基 部 ２ の 糸 の 掛 止 部 ３ の 構 造 が 、 針 体 腹 部 に 横 断 方 向 の 開 口 切 欠 溝 ５ を 有 し 、 か つ
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同 開 口 切 欠 溝 入 口 ４ は 狭 く 内 部 が 広 く 形 成 さ れ て い る 。
　 そ し て 開 口 切 欠 溝 ５ を 構 成 す る 前 部 壁 体 端 部 ６ ’ 及 び 後 部 壁 体 端 部 ７ ’ 並 び に 前 部 壁 面
１ ６ 及 び 後 部 壁 面 ９ は 、 半 円 形 面 又 は 半 楕 円 形 面 に 形 成 さ れ て な る 。
  ま ず 、 掛 止 す る 糸 １ １ の 側 面 を 開 口 切 欠 溝 入 り 口 ４ よ り 導 入 す る 。
こ の 時 、 開 口 切 欠 溝 入 口 ４ は 糸 １ １ の 直 径 に 比 し 狭 い が 、 糸 １ １ 自 体 は 特 に 繊 維 状 の も の
は 弾 力 性 を 有 し て い る 。
  従 っ て 、 前 記 糸 １ １ を 導 入 す る と 、 開 口 切 欠 溝 ５ に 沿 っ て 糸 １ １ の 径 は 縮 小 し な が ら 通
過 し 、 開 口 切 欠 溝 内 部 ８ に 至 る と 弾 力 に よ り 再 び 元 の 径 に 戻 る 。
  そ し て 掛 止 部 ３ の 後 部 壁 体 ９ に 至 っ た 糸 １ １ は 、 外 部 に 繰 り 出 さ れ る （ 図 ５ （ ハ ） 図 参
照 ） 。
  前 述 し た よ う に 、 糸 １ １ の 側 面 （ 中 間 部 ） を 横 か ら 導 入 す れ ば よ く 、 貫 通 型 の よ う に 糸
先 を 針 穴 に 通 さ な く て も よ い た め 、 作 業 は 誰 で も 容 易 に 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 簡 単 な
形 状 で あ る た め 、 製 作 が 容 易 で あ り 、 廉 価 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
  図 ６ は 、 斜 め 横 糸 入 れ 型 縫 合 針 の 外 観 図 で 、
（ イ ） は 上 面 図 、 （ ロ ） は 正 面 図 、 （ ハ ） は 側 面 図 を 示 す 。
  図 に お い て １ ６ は 前 部 壁 面 、 １ ７ は 傾 斜 溝 を 示 す 。
開 口 切 欠 溝 入 口 ４ は 、 図 の よ う に 針 体 １ の 腹 部 前 方 内 へ 進 入 す る 傾 斜 角 を 有 す る 傾 斜 溝 １
７ が 設 け ら れ て な る 。
　 掛 止 す る 糸 １ １ の 側 面 を 開 口 切 欠 溝 入 口 ４ よ り 導 入 す る 。
　 こ の 時 、 開 口 切 欠 溝 入 口 ４ は 糸 １ １ の 直 径 に 比 し 狭 い が 、 糸 １ １ 自 体 は 特 に 繊 維 状 の も
の は 弾 力 性 を 有 し て い る 。
  従 っ て 、 前 記 糸 １ １ を 開 口 切 欠 溝 入 口 ４ か ら 導 入 す る と 、 以 降 傾 斜 溝 １ ７ に 沿 っ て 糸 １
１ の 径 は 縮 小 し な が ら 通 過 し 、 開 口 切 欠 溝 内 部 ８ に 至 る と 弾 力 に よ り 再 び 元 の 径 に 戻 る 。
  そ し て 、 掛 止 部 ３ の 後 部 壁 体 ９ に 至 っ た 糸 １ １ は 、 外 部 に 繰 り 出 さ れ る （ 図 ６ （ ハ ） 図
参 照 ） 。
　 こ の 型 の 縫 合 針 は 前 記 図 ５ に く ら べ て 、 開 口 切 欠 溝 の 懐 が 深 い た め 、 容 易 に 糸 が 外 れ な
い 。
そ し て 、 こ の 傾 斜 溝 １ ７ は 、 前 記 図 １ の 標 準 型 の 縫 合 針 、 及 び 前 記 図 ２ 、 図 ３ 、 図 ４ に 示
し た 後 部 壁 体 端 部 ６ ’ が オ ー バ ー ハ ン グ し て 形 成 さ れ て い る 縫 合 針 に 適 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
  な お 、 縫 合 針 の 形 状 は 、 直 針 、 湾 曲 針 等 が あ り 、 縫 い 糸 は 繊 維 糸 又 は 医 療 用 の 金 属 糸 や
可 溶 糸 等 が あ る 。
　 大 き さ は 、 例 え ば 、 標 準 型 の 直 針 の 長 さ は ４ ０ ～ ６ ０ ｍ ｍ 、 太 さ （ 直 径 ） は ０ ． ３ ～ １
ｍ ｍ φ 、 糸 の 掛 止 部 の 径 は ０ ． １ ～ ０ ． ７ ｍ ｍ φ 、 糸 の 太 さ は ０ ． ０ ５ ～ ０ ． ６ ｍ ｍ φ 等
で 、 使 用 種 別 に 応 じ て 、 大 小 の 縫 合 針 及 び 糸 が 選 択 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 標 準 型 の 縫 合 針 の 外 観 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 糸 巻 き 型 の 縫 合 針 の 外 観 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 糸 巻 き 部 粗 目 加 工 型 の 縫 合 針 の 外 観 図
【 図 ４ 】 本 発 明 の 糸 巻 き 部 ク ッ シ ョ ン 型 の 縫 合 針 の 外 観 図
【 図 ５ 】 本 発 明 の 横 糸 入 れ 型 の 縫 合 針 の 外 観 図
【 図 ６ 】 斜 め 横 糸 入 れ 型 縫 合 針 の 外 観 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 １ ： 縫 合 針 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ ： 針 体 基 部
　 ３ ： 掛 止 部 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ４ ： 開 口 切 欠 溝 入 口
　 ５ ： 開 口 切 欠 溝 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ６ ： 前 部 壁 体
　 ６ ’ ： 前 部 壁 体 端 部 　 　 　 　  　 　 　 　  ７ ： 後 部 壁 体
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　 ７ ’ ： 後 部 壁 体 端 部 　 　 　 　  　 　 　 　  ８ ： 開 口 切 欠 溝 内 部
　 ９ ： 後 部 壁 面 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ０ ： 縫 合 針 後 端
　 １ １ ： 糸                             １ ２ ： 立 設 柱 状 部
　 １ ２ ’ ： 立 設 柱 状 部 端 部 　 　  　 　 　 　  １ ３ ： く び れ 部
　 １ ４ ： 粗 目 の 加 工                     １ ５ ： ク ッ シ ョ ン
　 １ ６ ： 前 部 壁 面                       １ ７ ： 傾 斜 溝
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【 図 ２ 】
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